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ヨハネの黙示録 3 章 1 節～6 節 サルディスにある教会の天使にこう書き送れ。『神 

の七つの霊と七つの星とを持っている方が、次のように言われる。「わたしはあなたの行

いを知っている。あなたが生きているとは名ばかりで、実は死んでいる。目を覚ませ。死

にかけている残りの者たちを強めよ。わたしは、あなたの行いが、わたしの神の前に完全

なものとは認めない。だから、どのように受け、また聞いたか思い起こして、それを守り

抜き、かつ悔い改めよ。もし、目を覚ましていないなら、わたしは盗人のように行くであ

ろう。わたしがいつあなたのところへ行くか、あなたには決して分からない。しかし、サ

ルディスには、少数ながら衣を汚さなかった者たちがいる。彼らは、白い衣を着てわたし

と共に歩くであろう。そうするにふさわしい者たちだからである。勝利を得る者は、この

ように白い衣を着せられる。わたしは、彼の名を決して命の書から消すことはなく、彼の

名を父の前と天使たちの前で公に言い表す。耳ある者は、“霊”が諸教会に告げることを

聞くがよい。」』 

 

キリストはサルディスの教会の天使に手紙を書き送れと命じておられる。「神の七つの 

霊と七つの星とを持っている方」とキリストを表現している。まず、「わたしはあなたの

行いを知っている。あなたが生きているとは名ばかりで、実は死んでいる」と、痛切な批

判で始まっている。キリストは人間の全ての行いを知っておられ、あなたがたはもはや死

んでいると厳しく指摘される。聖書では、第一の死と第二の死があると記している。第一

の死は肉体の死で、この死から免れる者はない。第二の死は霊的な死である。創世記の 2

章に人間創造物語が書かれている。「主なる神は、土（アダマ）の塵で人（アダム）を形

づくり、その鼻に命の息を吹き入れられた。人はこうして生きる者となった（創世記 2：

7）。」人は死に、土の塵に返っていくことを知っているので、肉体は土の塵で造られたと

認識している。一方、鼻から命の息を吹き入れられて、生きる者となった。息はヘブライ

語で「ルアッハー」と言い、霊とも訳せる。神の霊を受けて、人間は初めて生きる者にな

る。霊は神との交流を可能にし、霊において神と交流する者が真に生きるのである。キリ

ストは、サルディスの教会の信徒たちは、生きてはいるが、実は神と交流する霊が閉ざさ

れ、神の命を受けず、死んでいると言われる。私たちは第二の死の状態に、何としばしば

置かれているだろうか。キリストは、「目を覚ませ。死にかけている残りの者たちを強め

よ。わたしは、あなたの行いが、わたしの神の前に完全なものとは認めない。だから、ど

のように受け、また聞いたか思い起こして、それを守り抜き、かつ悔い改めよ。もし、目

を覚ましていないなら、わたしは盗人のように行くであろう。わたしがいつあなたのとこ

ろへ行くか、あなたには決して分からない」と言われる。目を覚まし、死にかけている者

たちを励ましなさい。あなたがたは神の前に不完全であるから、初めて聞いた時の教えに

立ち返り、悔い改めよ。いつ行くかは分からない盗人のように、私は再臨の日、あなたが

たの所に行く。しかし、称賛すべきこともある。「サルディスには、少数ながら衣を汚さ

なかった者たちがいる。彼らは、白い衣を着てわたしと共に歩くであろう。そうするにふ

さわしい者たちだからである。」信仰を守り抜き、勝利を得る者は、白い衣を着て、キリ

ストと共に歩く。神の命へと招くことを約束するキリストの手の中にある「命の書」から

彼らの名は消されることはない。彼らの名は神と天使たちの前で公に言い表される幸いに

与る。「耳ある者は、“霊”が諸教会に告げることを聞くがよい。」 


